
□研究の成果と課題 
 １年目は、学級経営や授業改善の基盤として「ファシリテーション」と「個別の時間」に

焦点を当てた。ファシリテーションの考え方を授業に取り入れたことで、児童同士が安心し

て意見を交わし、互いの考えを尊重する風土が形成された。また、「個別の時間」の導入に

より、自らの課題に基づいて学びを進める姿や、学びのプロセスを振り返る場面が多く見ら

れるようになった。これらの取組を通して、児童の中に「自分でやることを決められるのが

楽しい」「友達と協力して学ぶのがうれしい」といった声が増え、学びを自分ごととして捉

える姿が育ち始めたことは大きな成果である。一方で、「個別の時間」が作業的になってし

まうことや、教師の支援の入り方に差が見られるなど、学びの深まりを支えるための教師の

関わり方や評価の工夫が課題として浮かび上がった。また、自己調整力の深まりや学習環境

の工夫、教師間の共通理解のばらつきなど、今後の授業改善に向けて継続的に検討すべき点

も明らかになった。 

２年目は、１年目の取組の継続と、それを基盤とした「習得」と「探究」のサイクルを意

識した学習デザインに発展させた。特に総合的な学習の時間や生活科の時間では、「まちづ

くり学習」を中心として、地域教材を活用し、児童が身近な課題を自分ごととして捉え、仲

間と協働して考える学びを試みた。まだ深化という段階ではなく、ようやくスタートライン

に立てたところであるが、子どもたちが地域と関わりながら学ぶ意味や価値を実感し始めた

ことは大きな成果である。また、同じ単元を２年間継続して探究することで、「自分のやり

たいこと」にこだわり、じっくりと学びを深めようとする姿も見られた。 

 さらに、今年度は本校の教育活動の柱である「異学年交流学習」を、「まちづくり学習」

においても２学年合同の取組として展開した。異学年で学ぶことには、視点の広がりや思考

の多様性、関係性の豊かさなど多くの教育的価値がある。一方で、その価値を的確に見取

り、意図的に設計・評価していくためには、教員側の見方やマインドセットの構築が求めら

れることも明らかになった。 

 また、「個別の時間」においても、異学年交流の意義が発揮された。高学年の児童が低・

中学年の学びを見守り、進度の確認や声かけ、励ましや賞賛を行う姿が見られるようにな

り、互いに学びを支え合う雰囲気が学校全体に広がってきた。低・中学年の児童が、そうし

たお兄さん・お姉さんの姿に憧れを抱き、学びに向かう意欲を高めていることも大きな変化

である。 

 このように、高学年の姿は学校全体のモデルとなり、異学年が共に学び合う文化が少しず

つ根づきつつある。その姿は、まさに本校の教育を支える新たな財産となりつつある。今後

は、異学年での交流や学び合いを持続的に発展させるために、学年間で連携して授業づくり

や教材研究を行い、教員がチームとして支え合う仕組みをさらに強化していく必要がある。

また、児童数や時間的制約、教員の配置など、現実的な条件の中でどのように異学年交流を

継続的に実現していくかも、今後の重要な課題である。 

  

この２年間の研究を通して、子どもたちは「主体的に学び、仲間と協働することの価値」

に気付き始め、教師もまた「子どもの学びを支えるファシリテーター」としての意識を深め

てきた。今後は、これまでの実践で培った基盤をもとに、ファシリテーションを活用した

「習得」と「探究」のサイクルをより確かなものとし、学習環境づくりを一層充実させてい

く。児童の学びを支えるだけでなく、教員自身が「学びの共同体」として互いに学び合い、

カリキュラム全体を見通した授業づくりへと発展させていくことが、本研究の次年度に向け

た大きな課題である。 


